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お
け
る
実
｛
忠
告
、
川
崎
都
心
前
大
な
女
史
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る

さ
に
つ
に
、

フ
ラ
ン
ス
心
政
可
制
改
け
防
波
に
ご
り
、
ゴ

l
口
ノ
パ
ー
へ
一
権
条
約
は
私
以
仁
説
委
な
広
味
を
持
つ
ピ
ム
十
っ
て
い
る
n

〆
人
で
は
現
立
、
憲
法
院
に
よ
る
違
憲
審
告
別
展
が
介
在
す
る
が
、
忠
法
問
一
同
は
法
作
成
ヶ
前
に
事
前
首

ι否
任
を
行
、
つ
の
主
で
あ
る
－

ふ点二、

K

J

J

 

司
法
荒
川
所
の
判
事
が
れ
志
審
脊
を
一
什
う
h

ア
こ
も
な
し

こ－
z
J
J
P
1

1
J
l
rメ
l

ヲ
！
日
ソ
パ
人
権
条
約
は
、

当
有
法
に
お
唱

C
も

直
長
、
辺
川
パ
か
川
能
と
な
二
し
い

ν

す
な
わ
ら
、
ず
ぺ

C
C
広
人
が
向
的
政
引
所
に
J

刈
し
と
日

1
門
一
ッ
パ
人
権
条
約

rv引
用
す
る
こ
J

が
で
六
る
の

」
の
よ
う
な
状
民
の
卜

「
式
的

と
れ
わ
け
家
浜
法
の
誤
品
川
に
お
い
て

ソ
72
／
ス
凶
内
心
げ
J

説

ν
ベ
ル
で

一
九
兆
つ
弘
代
以
降

も
ヨ

i
μ

吋
パ
人
権
条
約
に
討
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

日
l
ヨ
ソ
パ
人
権
条
約
の
保
附
押
す
る
人
権
心
円
ス
ト
心
中
で
も
、
家
扶

中
山
に
と
っ
て
す

τuス
な
の
は

始
以
に
対
す
る
椅
利
J4
規
定
す
る
条
約
弘
元
と
私
』
活
お
ぶ
バ
ゾ
家
校
』
九
日
刊
の
当
J

昔
一
九
日
付
「
る
権
利
を
U
4

～ー
同
条
は
、

（
疋
「
る
条
九
約
一
八
条
で
あ
2
l
T
1
に
問
レ
わ
れ
る
じ
条
約

主
別
の
だ
止
に
悶
「
る
も
の
で

家
族
渋
い
悶
述
ず
る
判
決
い
お
い

コ

て
も
し
ば
L
ば
問
題
と
な
る
子
、

一
マ
ロ
ヴ
パ
人
様
条
約
で
は
、
刊
一
条
の
み
が
独

y
て
迎
用
さ
れ
る
、
」
こ
は
な
く
、
他
の
人
保
条
刊
J

ブ

ア
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と
組
み
合
わ
、
さ
れ
る
、
一
と
に
よ
っ
て
の
み
透
川
引
き
れ
る
も
む
で
込
る
、
、
と
に

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
条
約
二
一
全
a

べF
来
、
々
と
し
て
一
凶
条
も
組
み
合
わ
さ
れ
る
）
古
起
用
す
る
ヨ
i
口
吋
パ
人
権
条
約
規
除

が
ど
の
よ
う
な
も
の
－
で
L

め
る
の
か
、
ふ
し
て
そ
の

1
i
リ
ッ
ハ
人
権
条
約
U
明
日
札
い
小
フ
ラ
ン
ス
哀
悼
氏
誌
と
流
台
、
し
ふ
る
の
、
引
を
、

ア
｝
ブ
シ

ス
に
お
け
る
既
存
の
州
究
を
跨
ま
え
て
概
初
ず
る
こ
と
、
？
ν
た
い
三

v

か
、
二

京J
A
胴
ピ
人
ヴ
心
計
引
に
、

日
京
？
の
民
法
州
究
者
ゼ
あ
る
卦
さ
が
な
ぜ
こ
の
問
題
に
柏
戸
い
す
る
の
が
、

h
’
m
－
る
市
川
光
が
日
ぷ
決
し
〈

の
関
係
て
い
か
な
る
草
昧
t
t
rし
う
る
の
か
、
本
山
析
の
間
認
す
日
訟
を
明
b
か
に
了
日
必
安
が
あ
る

一
一
）
」
そ
の
問
川
E
t
－
－
F干
し
山
提
し

ーに」
l
r＼
本
一
杭
幻
謀
起
の
設
｛
一
ιえ
一
い
も
え
こ
と
と

LiQ
（一、一戸

開

設

意

識

i] 

本
稿
は
、
刀
ロ
ッ
ハ
九
r他
糸
約
川
祝
日
割
七
フ
ラ
ン
ス
山
本
弘
法
規
範

ηz父
鈷
を
横
断
的
？

の
で
あ
h

ゆ
め
く
ま
で
も

ヨ
l
ロ
ゾ
パ
人
権
条
約
規
範
、

↑

t
フ
ン
ス
法
～
之
内
在
的
に
倹
討
す
る
こ
と
が
れ
出
問
、
戸
れ
て
い
る
〈
日
求
法
の
包
々
の
問
題
に
凶
け
す
る
併

板
前
立
法
論
乞
提
ぷ
す
る
円
品
川
4
は
云
し
〈
円
が
は
呪
存
主
で
の
と
こ
ろ
、

ヨ
l
ロ
ァ
パ
人
権
条
約
に
対
ー
氾
ず
る
よ
う
な
、
加
山
川
レ
」
付

の
知
人
が
条
約
注
反
の
許
可
～
む
を
訪
問
家
的
zd
人
梧
保
険
機
肢
に
ぷ
め
る
こ
と
が
て
き
、
国
体
い
の
裁
判
所
も
長
約
一
一
院
長
4

起
用
乏
か
む
る
人

い桧
b 条
の約
'¥... ;,,, 

出 iお
わ枯
れ L
品 －r
L、

た

の
ふi)

木
村
で
の
仏
両
日
一
F
在、

前
山
政
日
本
一
広
の

R
U健
一
沢
市
・
リ
汗
い
人
用
に
結
び
ウ
げ
る
ご
と
は
来
L

し
ト
レ
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
之
枯
断
的
考
察
ア
勺
う
こ
と
に
よ
り
、
家
族
ぽ
の
う
ち
、
ど
の
分
野
川
い
い
叫
し
て
人
権
条
約
の
コ
シ

k

r

i

l

l

－νJ
n
r

、白J
J

、、

t

ノ

1
一5
巳

シ
の
ヘ
刀
好
に
パ
司
、
〆
て
コ
〆
ト
ロ
ー
ル
げ
か
相
対
的
に
弱
レ
の
か
こ
い
λ

こ

」
と
乞
日
目
円
、

ν
C
い
る
し

か
か
る
倹
討
は
、

［
長
法
に
お
い
て
も
、
家
族
法
の
と
の
分
一
芳
一
に
対
し
て
、
と
の
工
う
な
人
権
胤
範
主
主
投
ず
べ
き
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
乙
い
う
問
題
発
見
的
な
利
口
、
は
あ
る
も
の
と
日
山
口
れ
る
。
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し
と
、
こ
の

と
も
に
、
個
々
日
間
程
の
州
判
決
ー
ピ
月
出
か
す
と
い
う
と
と
と
比
へ
る
と
狛
象
皮
む
よ
り
長
い
、
以

F
の
一
つ
の
河
川
出
吉
豆
ア
ヱ
甘
し
て
い
る
d

一
つ
は
、
人
権
規
範
と
家
校
法
と
い
う
祝
白
川
か
り
の
問
題
意
識
、
も
よ
ー
一
つ
は
、
憲
法
と
以

は
り
関
係
と
い
う
杭
点
か
り
の
問
民
意
識
で
み
る
J

リ）

本
一
備
は
、
人
権
規
範
乙
民
主
族
法
と
い
っ
抗
上

J
r口、

の

ttjな
問
題
意
識
を
有
し
て
い
る
仁
近
日
時
の
家
村
校
法
に
お
け
る
、
γ
説
上

亡I·• べ人特条約二おけ＠氷 bH°i1,1乙持・会： Lて＇h占〈つ↑ぶ:Ii

ト
ハ
モ
州
人

τ
義
と
円

ahhι
権
ト
ケ
一
強
調
す
る
湖
流
が
あ
り
、
他
方
で
法
律
婚
制
反
！
？
右
ず
る
ん
は
刊
性

戸弘一

け
弱
者
保
設
の
役
割
）
守
強
調

T
Q判
明
流
が
あ
る
つ
町
一
一
の
斗
…
ぬ
が
、
憲
法
一
一
条
り
と
沼
追
求
J

吋
J
γ

そ
の
刑
判
市
・
立
法
p
耐
の
L

血要

・＇、
"' 、
l 

り
わ

な
川
悦
り
山
川
乙
1午
、
い
る
の
に
対
1
1
川
悦
者
の
潮
流
仁
ト
7
1る
市
右
足
利
、

「
始
一
舶
は
、

の
λ

戸
川
告
の
み
に
基
い
て
友
斗

件十の
F

引
市
叩
刊
な
有
ず
る
、
｝
／
）
を
基
本
と
し
て
、

h
r
rけ
の
協
り
に
よ
り
、
経
口
3
れ
な
け
れ
ば
な
h
f
h
q
ぃi

乙
ハ
丸
め
る
志
法
凶
条
一
足
止
官
、

斡
乃
ソ
婚
姻
れ
悼
式
条
項
で
占
め
る
；
解
「
る
川
判
官
位
J
V
－
不
峻
し
て
い

憲
法
一
一
条
ふ
E
法
四
条
の
問
に
存
ず
る
緊
張
渇
係
ん
て
こ
の

人
権
規
範
は
、

家
L

弘
法
民
組
乞
レ
h
M
3
U
る
ん
r叫
ヘ
と
辺
、
十
い
司
て
レ
ァ
F
E

よ
司
に
訴
九
州
d
J

ぺ
き
な
の
た

の
で
あ
ろ
一
7

正
JJ0
 

3
d
 

m幻9
 
2
 

げ
い
や
に
お
け
る
家
絞
必
祝
日
札
と
人
権
規
誌
の
関
係
の
あ
り
z
h
p」
考
え
る
際
の
ム
汁
誌
な
不
峻
と
も
に
ら
し
持
khhノハ

NJ
 

L2 、
あノ入

門

M

日
本
法
に
お
γ
に
る
、
」
の
よ
う
な
医
い
に
対
す
る
格
え
吉
凶
按

r
pき
い
山
す
こ
と
は
で
き
白
い
っ

本
稿
円
ー
よ
り
つ
紛
れ
は

l
J

？i
i
J
v
h
n
J
 

I
－

－

Y
五

日
！
っ
ッ
パ
心
ス
ク
ン
グ

I
〉
セ
形
成
し
つ
つ
あ
る
ヨ

1
ワ
ッ
パ
人
将
条
約
規
却
の
枚
お

ら
、
血
一
日
引
勺
裁
判
川
内

pfの
「
る

2
と
も
に

を
汀
う
こ
と
に
よ
り
、

フ
ラ
／
ス
家
族
、
甲
山
E
C
紫
合
川
知
山
牲
を
ほ
る
こ
じ
〆
に
よ
り
、
楠
山
刊
一
え
μ
山L
Y

い
う
弱
者
J
V
C
似
殺
す
る
三
め
の

支一、フ二千小、

：
ト
！
t
j
l
v

七
人
格

規
範
は
市
川
決
す
る
何
十
什
な
の
か
、
人
権
反
範
は
既
ド
ハ
汁
の
」
手
正
一
法
規
範

り
わ
け
法
律
桧
制
茂
）

と川川
f

す
る
止
め
に
け
あ
ま
り
に
も

例
人
士
義
的
に
渦
て
さ
る
の
か
と
い
う
問
胞
に
対
す
る
示
唆
E
得
、
つ
れ
る
よ
う
に
閏
刊
行
れ
る

コ

i'<' 

ま

一
九
九

0
年
代
以
降
、
民
1

十日
f
↓T
界
に
お
い
て
三
引
け
「
7
」
民
法
」
の
関
係
に
対
了
J

る
閑
い
は
、
次
第
仁
強
士
一
っ
て
い
る
よ
う



に
忠
わ
れ
る
F

刊
本
で
は

こ
の
よ
う
な
視
点
日
ら
む
検
討
が

、
十
に
収
、
約
法
、

と
り
わ
け
公
序
良
浴
知
訟
に
お
け
る
坪
論
的
発
戻
に

p

f

J

 

Fvhs「
J
L

「
革
、
ぷ
と
見
出
」
心
胤
係
が
問
題
で
あ
る
以
上
、

T
品
川
玖
？
「
に
関
し
て
も
、
ご
れ
j
て
反
一
閃
さ
れ
て
き
た
議
論
？
と
忠
治

的
山
川
北
九
口
一
り
試
み
円
引
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
必
い
｝

そ
れ
ご
は
杢
栴
の
よ
う
K
M
怜
討
、
巾
＼
「
宇
都
司
法
と
民
法

の
関
係
に
つ
い
て
の
現
在
の
議
論
状
山
ピ
お
し
て
、
と
の
、
さ
ノ
h
d
三
味
す
け

も
ど
れ
ノ
る
の
し
F

C

A人
法
謀
総
の
日
空
位
性
を
強
訓
す
る
論
者
の
ー
に
も
、
民
法
が
ど
の
担
茂
の
幻
自
性
・
自
律
性
を
右
寸
る
か
に
つ
い
亡
、

微
妙
な
一
一
L

7

J

ス
の
ム
ハ
現
が
存
点
じ
て
い
る
よ
う
に
思
れ
れ
る
J

山
本
敬
一
教
授
は
、
民
川
件
「
ヤ
ま
た
同
家
法
で
あ
匂
川
以
l
、
同
「
衰
の

基
た
い
法
／
「
午
、
の
憲
法
の
杓
束
を
受
け
る
こ
と
を
冶
抗
予
三
八
上
で
、
草
川
本
時
ー
の
け
ぺ
体
的
な
内
町
庁
、
草
川
本
枕
仰
の
保
護
や
支
げ
刊
の
凶
べ
制
的
ヨ

一
ノ
パ

f
L
中
小
、

v

l

、）
1
ぜ

様
々
な
司
令
件
性
が
あ
り
、

民
氏
規
範
？
弘
、
ヶ
件
、
者
e

裁
問
所
心
行
う
こ
れ
ら
の
只
体
化
の
作
条
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
と
討
慨
す
る
。
救
段
は
、
そ
こ
に
一
パ
丸
山
一
を
出
党
門
戸
、
し
な
か
ら
、
そ
れ
の
九
に
尽
く
さ
れ
な
い
t

民
法

η
独
立
件
」
を
い
ハ
山
！
？
L

瓶
一
見
什
上
完
投
M
M
は、

J
一
時
出
版
、
デ
れ
た
救
利
害

ιお
い
亡
、
悩
凡
市
山
供
序
と
し
て
見
た
と
さ
立
さ
ル
仏
J
私
法
の
市
ぽ
r
M
Y
U一
に
着

日
「
る
け
ん
併
と
、
中
川
家
の
茶
木
確
保
護
義
務
官
山
発
点
と
し
と
な
か
を
杭
置
コ
け
る
け
凡
併
の
以
万
に
つ
し
て
、

店
、
法
胤
誌
の
m
m
u
一秋し
C

私
日
い
い
制
皮
む
海
冶
化
は
す
べ
て
が
志
川
一
点
的
訓
告
に
町
忠
信
守
れ
る
の
で
み

η
、告古
z川
仏
的
缶
倍
1
ぐ
呉
川
ぜ
ん
や
判
情
わ
γ
v
C
F同
二
入
れ
る
ヘ
与
で
で
は

な
い
一
と
者
一
え
る
ー
リ
場
で
め
る
U
H
述
べ
て
い

向
者
の
こ
れ
ら
の
叙
涜
に
、

甘
市
＋
は
と

L
づ
の
門
司
八
rk
一
の
憲
法
に
対
す
る
口
律

壮
い
日
制
r
H
f
、
立
正
川
、
ハ
ど
弘
山
す
こ
と
も
不
叶
能
で
は
と
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

T

品
川
は
比
七
人
品
一
以
内
遣
い
ー
に
と
き
、
こ
の
γ什
呉
川
d

何
わ
寸
ぃ
沫
す
る
か
は
、

（
よ
り
具
体
的
に
は
人
棺
－

規
J

札
の
内
夫
次
第
1
4
之
る
ハ

ふ
ペ
ツ
な
わ
ち
、
①
人
権
規
範
が
法
律
が
に
芙
づ
く
家
紋
山
崎
］
ザ
ヂ
早
さ
れ
る
べ
さ
価
値
芝
転
極
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
ふ
｝

よ
り
清
国
側
的
に
家
桜
vp
問
題
に
な
る
場
合
に
人
権
規
範
に
よ
る
コ
ン

l
v
ル
ま
弱
め
ゐ
こ
と
に
」
わ
ノ
、
既
ん
什
の
い
民
法
規
範
を
卓
三
7

し

て
い
る
こ
す
マ
ペ
ぱ
日

の
ぬ
ん
υ
に
は
、
「
志
訟
の
仙
値
に
還
ぶ
さ
れ
る
こ
一
百
〉
て
も
、
法
律
給
制
浅
片
山
村
ず
る
脅
威
は
薄
れ
る
3
1
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ム
ぬ
れ
い
り
場
合
、
た
J
え
憲
、
ふ
れ
的
臼
慌
が
洞
入
、
土
義
的
て
お
っ
て
も
、
可
法
比
前
一
に
じ
作
性
u
m
d
存
す
る
、
古
」
2
な
り
、
リ
レ
律
婚
制
度
に
対
寸

る
作
成
は
少
な
い
こ
1
ぐ
と
伝
子
匂
。
こ
れ
に
い
れ
し
C
、

毒
、
広
規
範
3
h
v

個
人
王
義
的
で
あ
る
上
九
、
家
政
伝
規
範
江
川
L
C
v
u強
い
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
泣
ほ
す
場
企
に
は
、
既
存
（
り
出
仰
が
制
ぱ
は
、
少
す
ぷ
く
と
も
部
分
的
な
生
存
が
必
出
品
と
た
る
で
あ
ろ
う
〕
そ
の
際
二
品
川
、

民
法
に

の
み
に
尽
く
さ
れ
な
い
抗
向
性
市
ず
あ
る
と
）
て
も
、
強
く
し
パ
九
州
什
い
け
、
つ
れ
る
こ
と
に
な
る
v

γ
に
が
っ
亡
、
少
な
く
と
も
家
侠
決
な
考
え
る
い
除
、
ν
て
は
、
民
法
の
上
依
に
か
ム
存
す
る
怠
法
町
店
経
（
人
権
規
範
）

の
内
容
・
拘
点

亡I·• べ人特条約二おけ＠氷 bH°i1,1乙持・会： Lて＇h占〈つ↑ぶ:Ii

力
む
強
さ
が
L

血
一
段
な
片
山
味
を
持
一
っ
て
い
る
よ
う
に
思
？
や
れ
る
〉
さ
し
て
、
曲
目
｛
市
な
裁
判
的
の
あ
る
マ
ロ

y
パ
人
権
条
約
規
範
か
ら
、

ノj、人
）伝
う規
る !IT
dての
う刊
に w
El 7/  

jココ
;hしン
る4ト
コ n

Yレ
0) 

強

さ
か

fJ:と
4、
←j同

る

とー
は

日
本
の
「
烹
作
y
し
民
法
」
ヘ
制
作
r
一
考
え
る
際
仁
ー
も
布
お
な
示
唆
を
奴

引
問
題
設
定

以下仁

ιよ
う
な
問
中
山
浩
意
誌
に
基
づ
い
亡
、
木
稿
で
は
、

ヨ
l
口
ソ
パ
人
法
条
約
幻
想
総
古
川
d
u
h
p
、
ソ
↑
ノ
J

ス
家
族
法
に
レ
か
な
る
影

町内一
uzf
及
ほ
し

C
レ
る
か
、
及
ぼ

L
う
る
か
に
〉
い
と
の
検
討
を
行
う
U

向
山
崎
一
は
ど
の
よ
う
に
し
て
愉
討
対
象
宮
市
江
ど
す
る
か
で
あ
る
U

ま
淡
泊
に
肢
係
し
う
る
ヨ

1
門
ソ
パ
入
住
条
約
心
条
文
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
F

七
と
え
ば
、

人

L
T殖
に
似
し
て
は

件
恨
ん
叩
に
し
灯

す
る
捻
利
一
止
を
対
ど
す
る
条
約
一
条
が

L
ば

L
U援
用
さ
れ
、
ま
成
A
L
J
C
虐
／
け
か
ら

t
Q際
は

持
田
町
の
禁
リ
一

に
関
す
る
一
丸
小
川
h
d
M
故
国
川
さ
れ
る
「
し
か
し
、
家
族
法
に
最
弘
正
要
伝
悶
迫
性
J
V一
有
す
る
権
利
は
、
具
へ
一
岬
た
く
二
条
心
婚
制
に
対
す
る

権
利
と
八
条
？
っ
ち
「
家
族
ゴ
活
（
け
尊
重
に
い
れ
－
Lq
る
権
問

t
Jめ
ろ
う
r

へ
条
の
す
、
日
出
、
家
族
生
活
」
以
外
に
も
「
利
払
牛
1什
「
れ

い川お

thυ
山地
f
h

も
保
障
し
亡
し
い
る
が
、
家
弘
法
領
域
で
は
家
探
午
訴
の
手
五
L

と
の
関
連
で
、
八
条
が
ほ
弔
さ
れ
る
旧
制
ム
円

が
多
い
v

な
お
、
「
家
族
片
活
の
苧
手

の
問
問
団
に
問
、
以
て
は
、
し
ば
〕
ば
yバ
別
の
林
小
止
に
閃
「
る
条
約
四
条
毛
利
み
八
d
わ
さ
れ
て

コ

い
る
。
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を
こ
之
、
本
稿
で
は
、

添
い
抗
生
活
の
尊
重
一

に
伐
す
る
品
分
の
剖
川
町
牝
バ
仁
丹
を
明

ョ
1
リ
日
パ
人
権
条
約
一
二
条
と
、

八
条
の
P

つ
も

、
フ
戸
二
－
J

、

b

－
卜
！

t

l

フ
ラ
／
ス
家
族
民
？
と
の
一
一
y

仏
叫
能
性
ご
検
討
す
る
ご
と
と
し
た
い
v

同
条
、
む
一
山
阿
波
範
と
関
係
「
ず
る
以
り
に
お
い
ν

、
検
出

す
る
代

か
か
る
倹
引
に
工
り
少
な
く
T
／
～
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
催
条
約
が
家
放
の
問
題
に
付
し
と

の
佼
訪
問
を
ど
の

ν
ベ
ル
で
Aγ

i田

草
し
て
い
る
か
》
ト
ミ
ノ
問
題
の
、
す
、
～
て
さ
は
ま
く
と
J
M

あ
る
孟
安
な
お
分
に
つ
い
て
は
明
、
り
か
い
さ
決
る
の
で
M
M
な
い
か
と
県
わ
れ

ゐ

よ
れ
艮
、
体
的
に
は
、

二
つ
の
単
に
分
汁
、
第
日
に
お
い
て
、
始
枢
に
関
す
る
諸
権
利
戸
稲
川
叫
に
対
一

zq持
利
・
離
婚
に
対
一
3
0日刊l

利
）
ヒ
親
子
関
係
幻
ぷ
げ
に
悶
ず
る
Y
川
権
利
を
包
含
し
だ
1

｝
手
技
形
成
宝I
」
に
閲
す
る
諸
税
締
を
枚
討
f
る
。
そ
」
で
は
条
約

た
日
で
ほ
く
八
粂
J
u
d

法
一
わ
っ
て
く
る
u

徐
ヤ
に
お
い
て
は

広三時ベバ
1

活
の
惇
心
中
に
利
す
る
制
限

（
た
乙
J

んば

説
了
の
強
叩
的
日
引

き
推
し
に
対
し
、

八
条
を
畑
山
拠
／
｝
し
℃
引
以
（
引
き
離
し
中
や
ゲ
さ
f

一
る
こ
乙

ゲ
、
三
h
C
γ
F
r
η
U）

コ
、
京
主
主
f
川
二
百
J

T

a

－－
K
J
F

－

F
方
F
D
J
ι

、t
j
t
j
4
J
｝
b
t
p
p
h

げ
悶
吋
川

μ
C
↓十

述
、
帰
闘
に
草
川
づ
く
ゑ
放
と
を
う
で
な

ιま
絞
り
取
扱
の
信
苅
等
一

を九百ーかめ

K
託
味
で
の
、
－

kdパ
駅
付
叶
h
出

一
コ
、
担
、
、
J
4
1
l
t

ト
r
－

L
v
心
不
コ
一
け

を
行
う
c

そ
こ
て
は
、
条
約
八
条
の

山本法以
ιrf
析
の
戸
－
函

の
規
律
、
そ
し
て
そ
れ
と
組
『
内
白
わ
さ
れ
た
川
条
が
杓
混
と
仕
司
令
じ

た
に
し
、
一
本
妙
子
救
冷
が
指
摘
［
て
い
る
よ
う
に
も
吋
叉
一
銭
井
、
出
－
と
認
め
h
一れ
zd
い
民
間
加
で
め
っ
一
予
も
、

「ご

し
こ
尊
藍
さ
わ
る
余
地
が
丸
打
一
う
る
メ
こ
で
、
長
約
八
条
の
一
広
中
川
仙
の
尊
毛

一行μ
判
的
生
出

ぞ
れ
が
家
紋
討

L

｝l
d

ナ
る
を
町
内
こ
コ
J

て
も

b

i
－

－

j
う

J

J

」心
fu
に
つ
い
と
は
、
円
相
論
に
ね
い
て
検
討
j
る
こ
2
山

－
一
一
敢
判
ド
成

t
斗

↓

U
d
H

判
時
一
円
六
一
サ
人
一
男
、
い
1
H

山
人
ら
は
、
古
川
婚
で
止
羽
川
司
t

つ
い
↑
、
川
宇
久
河
に
ム
古
川
去
り
と
設
け
る
民
法
t

糸川
v
Z

一L法
戸
条
一
戸
（
む
一
定
的
氏
一
て
言
に
足
比
す
る
と
投
「
る
が
、
合
い
↓
的
な
い
机
泌
」
ヰ
づ
L
て
各
ヘ
mu
法
的
取
政
い
た

μロU
を
設

け
F
G

こ
λ
は
害
凶
川
条
一
項
に
達
比
す
る
も
の
F
は
h
T
、
民
法
じ
一
去
の
げ
沼
市
川
ソ
ム
仏
い
お
汁
が
、
又
津
川
り

ftz一hd
主山恨んぷ一同一両
1

〕、
J

一人

f
閃
係
を
め
く
る
机
い
ず
れ
尚
一
ヂ
サ
る
未
孜
子
一
防
ど
＼
こ
ど
に
あ
る
♂
〕
炉
支
L
h
J
A
M

」
以
「
、
凶
え
が
己
注
九
七
二
条
十
攻
略
L
K
い
こ
〆
が
。
囚
衣
昨

償
法
主

rA
の
品
川
卜
、
注
訟
の
評
附
ιん
｝
交
い
る
も
の
て
は
な
ト
γ
U
口判

7
Jて
し
る
日

に
関
係
し
う
る
限
り
で
於
討
す
る
必
中
品
川
h
ず
あ
る
｝

孝三
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可
、
ふ
朽
げ
M
L
にふんよ川

P
T欣
札
口
｛
解
説
｝
阿
川
一
性
降
ぺ
門
青
性
別
取
功
一
中
日
虻
正
け
不
百
除
出
版
、
一
ぺ
ハ
刊
〆
L

J

一五
h
y
H
N
U

に
、
性
J

円
一
刊

同
宝

τ
一
お
附
さ
わ
た
中
山
山
川
ι

八
日
、
性
別
表
一
記
に
つ
L

、
の
パ
詰
訂
正
＼

γ台
一
相
法
一
一
条
）
を
求
め
た
が
だ
却
ν
一
れ
＋
一
、
東
戸
川
品
川
山
ド
成
一

μ

午
一
け
じ
口
ぷ
桔
設
さ
れ
て
る
一
、
似
の
判
例
誌
で
は
こ
心
仇
（
止
は
招
介
さ
わ
し
し
な
ハ
よ
う
て
え
る
）
〔
J4
凡
人
は
、

y
管
ダ
一
い
止
を
ぷ
め

な
い
こ
と
は
、
意

υ二
二
久
本
疋
ゴ
抗
日
J
、
山
来
品
川
件
者
ー
マ
ト
江
川
な

μ別
ー
一
主
一
仏
〈
一
に
よ
押
児
二
一
る
と
、
＋
↓
京
J

て
い
る
半
判
L

V

J

よ
興
味
業

な
て
づ
っ
ヨ
ソ
パ
人
持
政
口
市
日
、
一
九
ぺ
ん
も
（
午
二
円
一
日

U
引
以
に
J

い
て
、
怜
い
い
一
性
喧
市
若
心
“
1
1
4

一
古
む
が
れ
工
士
一
L

載
と
父
宮

を
rF
ん
と
い
炉
二
ラ
ン
ァ
、
に
対
1

4

条
約
違
↓
比
ヱ
ゲ
｝
日
H
h
コ
し
た
の
は
、
リ
ザ
パ
々
五
日
常
」
や
身
、
刀
剖
山
J
U

の
注
別
J

叫
殺
の
せ
い
て
、
L

ら
の
弘
η
m
J
r
山内

者
｝
明
か
さ
工
汁
れ
引
は
な
門
な
い
こ
こ
れ
多
く
、

I

U

ノ
パ
人
惟
条
約
第
へ
条
（
山
村
生
活
の
尊
重
に
対
一
る
梓
刊
｝
片
山
店
人
づ
る
い
弓
回
刊

に
じ
る
J

も
の
て
ネ
－
4

（34
！
と
不
J

山九
u
j
r、
血
ず
に
つ
い
て
は
、
日
付
民
ブ
｝
ソ
、
J

ス
以
法
山
県
二
、
I

）
一
口
付
記
念
と
ヨ

l
u
ノ
パ
心
持
一
、
ェ
リ
ヌ
ー
へ
八
号
一
ハ
一
口

問
引
）
丸
一
民
、
石
井
二
一
己
一
ヴ
ノ
ブ
J

7

／！日（法山
r

コ
コ
刊
に
古
山
立
て
」
剖
丈
凶
六
同
サ
二
一
ペ
J

ハ
、
四
年
－
phA守山守山川
J

ザ
山
村
荷
主
一
ー
は
、

仙
の
？
ノ
ム
ノ
〆
ニ
氏
以
典

C
～ノ同
hf
記
念
行
ァ
、
さ
ら
に
記
念
h
一況に似た｝
Jて
も
非
人
ノ
約
介
hJ
な
さ
れ
に
い
一
ゐ
ω

一
ひ
た
、
ソ
レ
↑
ア
／
ヌ
の
式

典
て
ム
一
前
己
主
七
ヲ
た
ン
↑
「
ケ
大
統
恒
は
、
ぺ

U
ペ
シ
円
叶
U
M
l、U
J
V民
法
典
p
q
f
k
心
～
め
心
↓
つ
の
グ
ム
U
H
b

（
刊
係
法

t
債
訟
法
）
を
托
札
さ
ぜ

た
ニ
L
L
Z
L
引
ら
か
之

L
c
h
L
一北計
l
e
e

山
拐
論
文
九
ヘ
向
円
九
一
、
の
つ
の
た
長
会
に
つ

v
f
L
口
、
主
川
ー
阻
樹
一
f

一
フ
ン
ス
足
以
山
内
め
4
7
止の

討
は
一
ジ
コ
｝
ス
入
一
札
川
百
二
、
ー
へ
ノ
古
ノ
こ
九
九
に
よ
り
，
訂
正
か
明
J

か
に
さ
れ
て
v

るし

τ：
「

r
pピ
ロ
円
同
ロ
（
JH～テ之町内
f〔
C
C
凶

FRPFH2F
口
広

CFτ
円コじ－
R
E
｛己

ιmzMFdfRη
の
Z
M
W戸。片
E
L
t
b
t。
vvJMW
ト内
w
n
さ
込
町
川
三
九
九
従
之
、
に
へ
L

三
共

＼
コ
ミ
九
三

R
2
5
u
g
E’
dμ
－r
p
己
完
mvN（
互
い
’
℃
口
】

2
n
i
M
んγ
J

教
佼
の
げ
論
は
北
村
山
持
論
jrkvL九
八
日
以
下
に
お
し
了
、
も
紹

介
さ
れ
」
け
る
ー
ま
た
、
推
誌
℃
ハ
こ
ム
王
一
コ
。
さ
叫
に
お
行
令
民
法
的
つ
け
司
ノ
？
記
念
特
集
力
中
に
お
或
さ
れ
た
げ
ん
ソ
ゾ
ド
校
長
川
論
文
に

院
L
て

ι、
ち
場
士
ト
ん
紋
授
に
守
G
制
収
が
存
す
る
戸
ィ
c

e

ル
ア
ッ

I
R
J
M怖
牛
士
訳
）
「
♂
久
々
は
ヨ
ロ
f

パ
パ
人
法
川
八
へ
1
r

山
川
す
っ
ペ
ラ

か
S

4

2

2
円

2
5
5一
U
K
2
5
3
L
P
コ
R
E
m
－5
3
3
T
2
2
E
3
目。

Hh）
吋
一
日
（
さ
お
村
会
科
学
h出
品
苅
位
以
己
〕
科
大

ιZ
ニ
hu

号
ヘ

υハ
ノ
一
ム
ム
ご
九
f

ハ文一戸

｛
日
凡
zノ
ソ
ト
軒
以
じ
は
、
一
以
注
比
川
八
に
と
J

て
、
〔
一
七
一
成
〉
い
う
／
歳
は
呂
午
慌
て
め
る
心
力
、
ぞ
れ
乙
ー
も
持
品
人
一
変
心
収
れ
f
あ
る
の
か
と
Ev

h
7
1

こ
り
閃
い
に
川
ゾ

1

4

J

f
一
、
緋
却
は
？
d

fつ
円
三
、
金
一
r
ゲ
ス
丈
泊
り
存
可
る
ソ
｝

7
ご
人
民
沖
、
山
ハ
は
、
も
は
や
間
別
訂
以
作
り
J

レ

んr
ン
コ
に
同
ぎ
へ
よ
い
」
強
制
f
J

る
論
者
ず
か
げ
「
る
よ
【
九
回
同
ロ
ロ
（
H
d
）一
f「
：
刊
の
手
伝
5
f
Mごロ
E
E
J
h
y
v
h
p
t
x）
引
℃
ァ
ー
：

d
p〆「
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一
入
長
（
ご
）
会
（
】
叫
ん
一
戸
文
句
三

Z
一一作（王
2
一
作
《
】
（
）
官
、
三
ご
一
手
一
戸
戸
主
J
I
Y
5
k
J
h乙
A
E句、研ミヘ
h
w
q～
示
、
と
ど
三
大
宗
一
ミ
2
2）
い
と
）
（
｝
戸
℃
口
ε
伐
と
c

他
れ
ず
、
ァ
ラ
シ
ス
］
早
川
法
典
比
一
、
依
民
、
出

T
Qこ
rrL
を
川
ら

r
、

pri～
～
山
川
じ
込

νら
引
～
も
の
i
一リ一
fy忙
し
、
豆
か
と
す
る
、
一
戸
い
の
同
州
な
定

七
桔
t
u
p
G
三
主
張
す
る

υ一
地
一
三
（
〆
］
NH凶
（
）
サ
ハ
ス
ヱ
悶
（
一
）
d
L
乍（
1
2
2
】こ一

L
2
E
3
2』
T
h
F
5
一d
u
b
5
2
2
0一－
4
2
2
Y
〉
g
a
2
Z
一m

L
ルム
Jハコ
η
2
］一表。一昨

G
f
u
］
叶
叶
の
仲
畑
中
、
muhリCP九、ミ
NJ〉コザム一

trnM《リZ
M
L〔

4WE
《じ↓コ
C
一↓JJd
（白
cfMLb
一弘与｝
3FAceコ
仏
C
℃

7
c
コ〕）

fum一一二
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心
也
、
〈
、
人
的
慌
の
ザ
入
元
小
川
川
A
h司令の中
K
4
m一括恥ムゲ一
W
4
0

べ
p

＼

山

盟
問
に
は
条
約
の
崩
町
に
悶
μ

｛
厄
の
「
抗
日
刊
の
八
ポ
し
れ
L

を
持
つ
と
い
、
ベ
ノ
も
の
亡
の
る
－
ス
ー
一

1
ド
ル
・
計
招
菅
一
川
一
凶
よ
〆
一
「
志
向
の
八
ふ
む
」

の
広
扶
に
隠
し
人
い
、
拡
ι
マ
な
フ
ケ
ク
バ
伯
v

相
川
事
来
に
叩
し
と
則
案
マ
れ
る
が
、
先
に
市
げ
A

怒
川
パ
了
心
情
況
分
に
問
、
る
ヲ
ユ
／
レ
夕
刊

決ヘリ
f

～
つ
に
、
一
！
日
J

パ
〆
パ
ん
で
定
勾
長
牟
4
－古」コム
V

と
、
川
ノ
帖
川
lkに
転
詐
〆
た
川
叩
［
川
は
ー
一

B
O
Jハ
如
去
に
つ
き
ょ
：
唱
ー
刀
な
ロ
当

化
心
刊
別
が
必
要
さ
れ
る
甘
い
い
山
小
川
一
寸
亡
命
戎
半
例
も
あ
る
（
伊
“
脇
、
作
一
7

ワ
〆
ス
一
民
法
ヨ
ゴ
ノ
パ
ヘ
悼
UFA
判
」
ご
／
勺
リ
ス

p

一

c同

号
（
ハ
ハ
）
午
一

J
E

－－ι

一
五
）

1
v

↑
」
わ
っ
て
、

mv，
、
の
祝
刊
例
に
お
け
る
主
菜
つ
什
江
戸
川
r

に
は
ム
り
な
け
H
u

日
必
史
以
ー
も
の
一
心
、

一一
1
ロ
ッ
ミ
人
権
品
批
判
所
幻
判
ふ
川
口
小
、
川
と
〕
て
、
？

l
「
i

バ
し
八
三
、
口
氏
ア
平
土
以
閉
山
J

て
い
刊
さ
と
に
よ
じ
、
本
に
一
品
川
げ
る
解
釈

論
・

υ一
法
論
へ
の
九
日
J

町
村
叫
力
を
持
つ
場
合
も
れ
？
っ

一
刊
～
前
首
の
潮
流
を
代
表
r
h
w
一
一
山
者
一
「
い
て
、
片
岡
斗
i

校
授
の
tL
訟
を
長
与
グ
川
市
J

叫
ー
古
代
表
す
る
論
九
千
つ
ケ
J

て
に
一
昨
紀
了
校
同
棋
の
寸
前
ιピ

ム
寸
汀
る
L

と
が
で
き
よ
え
よ
い
川
内
4

1辺
代
山
民
込
礼
会
と
い
人
土
、

1』
ヘ
「
ィ
本
討
論
汁
、
九
九

kFjAJ
六
豆
は
、
支
払
fc
と
い
人
伯
民
t

お
し
て
、
主
一
家
干
九
百
・
情
人
小
JJ

ス
ら
と
心
P

ノ↑
r
ク
タ
を
主
｛
円
・

ι祝
寸
る
か
と
い
う
町
内
出
か
ら
、
二
伊
川
枝
問
日
小
J

F
抗
議
こ
不
昨
計
九
段
心
一
読
一
心
M

L
Jじ
と

ジ

づ

え

l

↑

I

V

F

H

－
日
）
大
村
敦
志
「
系
波
法
［
治
二
以
附
ぺ
川
版
］
』
（
有
寺
問
、

亡I·• べ人特条約二おけ＠氷 bH°i1,1乙持・会： Lて＇h占〈つ↑ぶ:Iiコ

川
、
〆
同
午

有
六
ト
ハ
以

Ul<J<、ii＞＇？； お＇..31 259i加3c初出.nJ



戸
川
、
主
け
み
よ
↓
1

1
日
へ
！
に
二
tfd
京
地
J

の
さ
法
上
円
市
伝
一
口
弘
虫
学
会
綿
一
不
ヒ
ノ
一
ソ
、
ス
刀
玄
民
間
一
一
句
寺
川
相
、
二
、
ノ
F

い一三
r
去

一
一
へ
民
幻
一
、
た
お
い
一
J

＼
憲
法
条
心
情
ヘ
心
尊
重
一
公
定
伺

r
o前
J
d
k
を
尚
伐
と
ご
4

る
乙
、
主
法
こ
い
と
と
抵
触
し
う
る
円
。
L
Y
A拍
州

、J
て
い
る
υ

リ
五
が
締
開
レ
亡
、
る
間
際
宋
約
エ
乞
、
家
政
一
一
三
を
あ
る
万
一
山
へ
中
Z

一
は
ぐ
際
に
茶
阿
国
」
q
る
均
九
μ
も
司
様
に
え
沃
一
久
人
u
h
G
い
は
二

問
朱
J
心
問
係
ぺ
J

問川辺
1

て
？
？
？
、
」

｛

q

h

y

／
｝
が
っ
p
k
、
F
J

メ
ノ
引
は
に
ハ
ム
岐
を
い
い
ソ
）
上
て
け
宇
読
ん
一
民
望
す
勺
え
れ
ム
「
ヱ
L

汗

e

J

弘
前
同
…
一
u

い
づ
ヘ
有
悲
問
問
、
九
九
九
）

子
は

υ
め
し
？
）
た
、

H

本
に
一
J

げ
る
先
行
川
川
元
！
と
の
関
係
の
本
弔
問
怜
討
は
、
別
請
に
一
山
い
：
っ
本
？
山
中
よ
工

γ
る
わ
司
対
象
し
一
q

る
際
に
一
主

こ
、
一
、
、
し
む
に

｛

部

づ

v
u
v
パ
人
権
長
約
川
＼
加
盟
一

ζ

の
町
内
い
て
樗
J

一心71
件
、
一
有
す
る
が
寸
え
に
、
太
正
の
一
c
う
に
形
討
す
一
〈
J

二
と
iu
ヴ
プ
ご
守
れ
よ
う
プ
ヌ

〆スけいが山市
f
凶
に
ほ
っ
こ
！
v
汗
い
ヨ

1
口
F
C
人
社
裁
判
所
判
例
J
R
ヲ
ブ
ン
Y

心
民
法
叶
札
γ

起
が
刊
が
ヂ
対
象
と
！
J

て
い
る
し
い
ろ
羽
小
れ
も
、

補
強
す
る
治
相
山
「
な
！
？
乙
一

｛
刊
、
ぷ
仔
紀
了
一
ド
体
ニ
ー
〕
て
ふ
家
族
一
ン
一

f

ス

ト

一

六

ヤ
J

七
L2RO

－M恥
こ
の
よ
コ
な
淵
流

wr吋↑んわに
F
R
石
川
A
A
－－
m、

ι本
政
一
二
政
代
打
会
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
イ
乙
仁
川
ず

Hr口
一
〕
一
二
－

3
L
法
ナ

論
議
一
一
治
問
号
・
万
円
り
で
ふ
一
山
ァ
勺
レ
シ
心
絞
も
、
山
f
投
牢
二
じ

u
h
J

一
九
九
［
川
の
f

干
の
特
集
［
ペ
一
千
」
山
中
「
や
J

一
石
川
什
時
限
二
1

ハ
L
Z

一一〔
J

「

f
一
二
四
年
）
幻
「
小
牧
th

ンン
J
4

ジ
ノ
ム
イ
凶
誌
と
民
法
一
倍
J
4
特
集
〆
一
組
三
札
？
に
い
る
、
と
よ
O
L
J

モ
、
川
河
心
ワ
司
芳
一

rfuに
品

科
ざ
わ
一
、
し
る
こ
い
ロ
〔
れ
わ
れ
G
U

一
れ
～
ヮ
一
こ
？
？
7
1
m
c
h丸
山
か
っ
、
ロ
M
2州
民
な
耐
え
ル
リ
し
て
、

U
十
九
敬
ニ
公
序
良
俗
訪
の
吉
開
成
」
、
有
五
問
、
一
／
一
J
と’
L

一
川
山
中
山
乙

町
六
一
九
町
九
4
1
て
さ
つ
に
、
「
中
山
立
法
E
民
I
F
」
論
町
、
不
法
行
為
法
叫
諭
い
も
J
J
幹一｝旬、及ぼ

J
C
い
る
、
い
ん
と
え
回
、
川
下
J笠
ニ
「
取

引間的
J

r

h

3

げ
る
公
法
的
旧
制
乙
ハ
州
、
仏
の
役
割
一
毛
主
）
一
ジ
ュ
リ
ス
ト
で
一
八
八
号
九
九
民
、
潮
見
佳
男
犬
山
行
弘
法
よ
川
い
に
仕
、

ド
八
戸
内
斗
）
一
一
八
門
以
、
山
主
敬
一
「
不
一
午
、
ク
為
凶
υ2f
の
一
百
一
枚
引
と
析
h

な
反
日
明
沃
午
前
菜
一
一
札
刊
さ
川
五
六
サ

二

九

以

仏

事

日

川

主

敬

一

正
h
y
A
J
ぱと

v

て
い
J
M
氏子司法一、ン

（
叫
～
畑
一
弘
行
川
ソ
J

民
示
前
九
刷
議
五
一
ム
司
夜
明
川
、

リ
八
」
ザ
別
誌
に

L
K
い
る
よ
～
：
こ
ず
れ
孔
る

ζ
（
）
川
出
2
L

一

f

ぇ
ト
一
一
一
ハ
号
一
九
九
八
ヰ
）
六
五
日
「

川
口
五
ふ
」
六
寸
h
p

哲
也
投
ほ
日
目
、
山
本
掛
川
二
敦
帳
、
じ
町
一
一
心
／
場
に
》
j
L

る
と
い
、

1
6

ニ
れ
ど
f
f
L
、
ぺ
甘
い
敦
芯
M

現
世
ば
、
山
い
ナ
ト
月
比
t
c
v
為
i
一
す
べ
て
や
凶
ち
に
害
uU之「
2
2

て
明
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仲
う
／
！
っ
と
す
む
、

ρ
わ
ば
過
激
な
主
法
ー
ム
表
己
保
証
っ
か
か
二
む
の
と
J
、
て
い
る
（
l
入
村
政
I
山
「
ハ
i

ト
敬
一
一
公
店
長
昨
日
一
再
構
ι
去

を
味
わ
う
民
商
法
雑
U

一
二
ム
幸
二
口
一
百
円
三

一
件
～
な
お
、
A
J

依
円
fh究
J

ロ
グ
フ
ム
u

－1
て
は
、
平
私
の
検
討
ぃ
終
J

h

起
に
、
ノ
ラ
ン
ス
日
i

一
の
民
法
附
完
占
円
、
辺
町
の
コ
J

t

円ペベ

人
佐
久
本
山
山
心
介
入
、
に
汁
、
J

て、

L

の
上
、
つ
な
以
応
E
G
U
つ一、
L
る
U
を
検
J
γ
令
子
一
す
と
あ
る
～
本
に
お
心
桁
討
が
、
己
主
法

ν
ペ
ル
心
づ
｜

ロ
ソ
ノ
人
権
？
f
t
v
」
フ
ラ
ン
ス
グ
小
川
佐
治
山
山
川
ゅ
の
お
均
J人
ν一
白
心
仁
〕
て
し
勺
ぷ
、
次
稿
r
は
、
み
よ
り
京
係
に
u
h
h

十
九
J
Y
一
ァ
ス
の
民
渋
川
町
一
元
甘

（り「
1
川
府
が
怜
討
刈
訟
と
な
る
に

Jf

こ
か
っ
一
、
人
権
泌
総
と
ド
払
］
行
規
範
は
い
hJ
なァハ
q

川
係
止
中
り
ベ
ム
イ
な
｛
ツ
刀
に
づ
い
て
の
い
小
山
引
が
」
得
る
一

ム
ゲ
ド
指
づ
千
定
で
あ
7

匂
一
木
山
内
ん
は
次
枯
の
計
一
段
間
の
村
汁
れ
主
f

」
1
て
守
1
2
E
つ
け
ら
れ
＼
い
る
じ

｛日

ι紗
了
一
試
川
川
人
住
政
判
所
に
現
れ
～
本
校
↓
十
九
一
ヤ
よ
ほ
か
一
記
長
〆
ニ
〆
グ
シ
〆
注
一
｛
成
j

～
え
堂
、
ヘ
一
一
一
刊
一
一
十
斗
日
、
〔

な
お
、
同
ブ
附
f

え
か
ら
は
、
山
川
布
市
で
だ
け
で
な
く
、
格
成
ρ
ー
E
に
お
い
て
i
j

ボ九州んや〕
M

J

んいれ叱

戸
川
）
情
論
と
し
ん
一
の
は
、
市
今
宇
第
一
た
に
け
い
こ
は
、
長
約
今
二
壬
J
A

よ
び
八
条
り
ー
系
山
氏
牛
山
以
南
一
規
定
心
旧
民
範
山
一
洋
〉
一
弘
括
的
、

壮
烈
ナ
ノ
t
て
一
会
川
口
一
利
ν
仁
い
る
の
に
対
1

J

て
、
一
私
？
守
い
の
尊
而
一
に
お
’
d

、
山
作
、
｛
ふ
パ
凡
誌
に
古
ア
ゼ
忍
一
寸
／
ヱ
手
仙
の
凶
に
主
ム
↓
ヘ
ー
な
サ
れ
を
企

む
も
の
で
お
わ
、
凶
作
一
的
牧
引
け
に
1

ょ
っ
ヨ
る
を
引
片
山
い
か
っ
C
ゐ
ゐ
己
主
打
、
出
で
ノ
一
で
作
摘
1
一ハ
1
4「
け
、
性
い
川
性
障
〔
者
の
川
市
下
一
吐
分

に
お
す
る
？
ヘ
別
記
設
h
A
注
文
に
お
ト
亡
、
プ
一

f
J
ス
か
ヨ
y

ロ
ッ
ノ
人
権
条
約
一
辺
尽
の
判
決
ゆ
え
λ

け
炉
心
は
、
一
H
A
h

活
の
尊
重
一
手
設
拠
乙
ず

る
も
の
く
あ
コ
た
よ
勺
ー
、
の
況
に
つ
き
、
不
信
で
け
19〈
1
J

先
拝
可
引
に
叫
す
る
法
汀
仕
ュ
〆
一
九
〈
点
や
る
も
口
で
は
な
い
と
い
～
つ
刊
小
川
も
ヂ
げ
つ
れ

る
J

〔トボ↓れ）

コ

（

J

刊
誌
図
I
Zで
校
日
行
い
」
初
め
て
、
f
fしい
J

て
れ
ば
、
一
へ
い
パ
川
比
一
一
万
円
州
町
、
パ
リ
ア
出
さ

xv
心
乃
つ
げ
に
rh
で
あ
J

て
、
」
予
J

て、

η

ん
行
と
と
も
に
パ
ス
ノ
ル
ム
一
い
／
ヌ
に
向
か
、
ワ
｝
ソ
ン
y
、
以
民
共
こ
に
〆
恒
ー
の
へ
山
パ
よ
し
さ
共
同
」
祉
活
｛

c

不
杭
は

I2、
一
に
か
の
一
一
山
九
九
IAH
央
て
砧

た訂旧一一
J
L
U
に
、
ぺ
八
ぺ
へ
の
ポ
て
だ
｛
ω気
お
も
士
山
め
く
判
手

rJ込
の
で
あ
る
l

川
凶
井
む
凸
〔
校
長
に
、
日
川
い
問
問
な
が
り
与
く
の
こ
L

が
」
ー
は
え
て

：
三
一
；
｝
こ
〉
に
ツ
一
d
u
r
判
官
話
心
気
持
ち
を
ド
し
ム
げ
る
一
己
主
に
、
一
必
口
一
Z
R
念

12～
E
設
副
一
相
会
長
せ
J
Q

非
れ
よ
守
、
て
ム
門
広
一
び
ひ

L
に
い
じ
）

な
お
、
ぶ
執
は
、
、
官
じ
午
一
庭
科
t
r
研
究
賛
同
民
会
幸
一
一
－

J
M冗
ヘ
H
｝
1

ヨ
ロ
ソ
ノ
人
権
条
約
が
？
↑
プ
ン
ス
八
一
一
止
に
ワ
グ
）
一
。
彬
叫
聞
の

山
川
ナ
に
立
証
口
部
円
一
向
。
｝
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